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表紙

■連結計算書類
・連結注記表

■計算書類
・個別注記表

（自　2025年７月１日　至　2026年６月30日）

上記事項につきましては、法令及び定款第18条の規定に基づき、書面交付請求をいた
だいた株主様に対して交付する書面には記載しておりません。

第19回定時株主総会
その他の電子提供措置事項

（交付書面省略事項）

株式会社アンビションＤＸ ホールディングス
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連結注記表

連　結　注　記　表

１. 連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
(1) 連結の範囲に関する事項

① 連結子会社の状況
・連結子会社の数 10社
・主要な連結子会社の名称 株式会社アンビション・バロー

AMBITION VIETNAM CO.,LTD
株式会社ホープ少額短期保険
株式会社ヴェリタス・インベストメント
株式会社アンビション・エージェンシー
株式会社アンビション・レント
株式会社アンビション・ベンチャーズ
株式会社ＤＲＡＦＴ
株式会社フレンドワークス
株式会社ＬｉＶｒＡ
当連結会計年度において、発行する株式のすべての株式
を取得したことにより株式会社ＬｉＶｒＡを連結の範囲
に含めております。

② 非連結子会社の状況
・主要な非連結子会社の名称 株式会社ルームギャランティ
・連結の範囲から除いた理由 非連結子会社は、小規模であり、総資産、売上高、当期

純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合
う額）等は、連結計算書類に重要な影響を及ぼさないた
め、連結の範囲から除外しております。

(2) 持分法の適用に関する事項
① 持分法を適用した非連結子会社及び関連会社の状況

　該当事項はございません。

－ 1 －
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建物 ７年～43年
その他 ３年～15年

② 持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社の状況
・主要な会社等の名称 株式会社ルームギャランティ
・持分法を適用しない理由 当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に

見合う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結
計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体として
も重要性がないため持分法を適用しておりません。

(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項
　連結子会社の決算日が連結決算日と異なる会社は次のとおりであります。

会社名：株式会社ホープ少額短期保険
決算日：３月31日
※連結決算日現在で本決算に準じた仮決算を行った計算書類を基礎としております。

(4) 会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法

イ. 有価証券の評価基準及び評価方法
・関係会社株式 移動平均法による原価法
・その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの 時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売
却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法
ロ. 棚卸資産の評価基準及び評価方法

・販売用不動産 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に
よる簿価切下げの方法により算定）

・仕掛販売用不動産 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に
よる簿価切下げの方法により算定）

・貯蔵品 最終仕入原価法
② 重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ. 有形固定資産（リース資産を除く）
定率法によっております。
ただし、建物（建物附属設備を除く）及び2016年４月
１日以降に取得した建物附属設備及び構築物は定額法に
よっております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

－ 2 －
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ロ. 無形固定資産（リース資産を除く）
定額法によっております。
なお、自社利用のソフトウエアについては、社内におけ
る利用可能期間（５年）に基づく定額法によっておりま
す。

③ 重要な引当金の計上基準
イ. 貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権について

は貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につい
ては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上
しております。

ロ. 賞与引当金 従業員の賞与支給に備えるため、賞与支給見込額のうち
当連結会計年度に負担すべき額を計上しております。

ハ. 役員退職慰労引当金 一部の連結子会社においては、役員の退職慰労金支給に
備えるため、退職慰労金支給見込額のうち当連結会計年
度に負担すべき額を計上しております。

④ 重要な収益及び費用の計上基準
イ. 賃貸ＤＸプロパティマネジメント事業

　当社及び連結子会社は、オーナー様との管理受託契約に基づき、プロパティマネジメントサービス及
びその他の管理サービスを提供しております。
　住居用不動産の転貸借による収入については「リース取引に関する会計基準」（リース取引に関する
会計基準）（企業会計基準第13号　2007年３月30日）等に従い収益を認識しています。
　礼金、更新料、その他の事務手続等については、入居期間を履行義務の充足期間として、履行義務を
充足するにつれて一定の期間にわたり均等に収益を認識しております。
　内装収入等については、顧客との契約によりサービスの提供が完了した一時点で履行義務が充足され
ることから、当該時点において収益を認識しております。

ロ. 賃貸ＤＸ賃貸仲介事業
　当社及び連結子会社は、顧客の代理人として不動産賃貸契約の仲介履行を行う義務を負っておりま
す。当該履行義務は賃貸借契約が成立することが確実となった一時点で充足されるものであり当該時点
において収益を計上しております。

ハ. 売買ＤＸインベスト事業
　当社及び連結子会社は、中古住宅の販売を行っており、顧客との不動産売買契約に基づき当該物件の
引き渡しを行う義務を負っております。当該履行義務は、物件が引き渡される一時点で充足されるもの
であり、当該引渡時点において収益を計上しております。

－ 3 －
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金　　　　　　　額（千円）

販 売 用 不 動 産 21,018,996

仕 掛 販 売 用 不 動 産 4,997,303

⑤ のれんの償却方法及び償却期間
　のれんの償却については、個別案件毎に判断し、10年間の定額法により償却を行っております。
　ただし、金額の僅少なものについては発生年度に一括で償却しております。

⑥ その他連結計算書類の作成のための重要な事項
イ. 重要な繰延資産の処理方法

社債発行費
　社債の償還期間にわたり定額法により償却しております。

ロ. 消費税等の会計処理
　資産に係る控除対象外消費税及び地方消費税は、当連結会計年度の費用として処理しております。

２. 会計上の見積りに関する注記
（棚卸資産の評価）

① 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
イ. 算出方法

　当社グループは、棚卸資産の評価に関する会計基準に従い、収益性の低下により正味売却価額が帳
簿価額を下回っている販売用不動産及び仕掛販売用不動産の帳簿価額を、正味売却価額まで切り下げ
る会計処理を適用しております。会計処理の適用に当たっては、個別法による原価法（貸借対照表価
額は収益性の低下による簿価切下げの方法）を採用しております。具体的には、正味売却価額が販売
用不動産等の帳簿価額を下回った場合には、正味売却価額をもって連結貸借対照表価額としておりま
す。

－ 4 －



2026/08/28 17:06:44 / 26349874_株式会社アンビションＤＸホールディングス_招集通知

連結注記表

現金及び預金（定期預金） 10,000千円
販売用不動産 20,233,643千円
仕掛販売用不動産 4,772,737千円
建物及び構築物 1,802,619千円
土地 3,983,574千円

計 30,802,575千円

短期借入金 10,268,400千円
１年内返済予定の長期借入金 5,653,030千円
長期借入金 12,485,989千円

計 28,407,420千円
(2) 有形固定資産の減価償却累計額 673,832千円

ロ. 主要な仮定
　見積りの算出に用いた重要な仮定は、正味売却価額の算定の基礎となる売価、見積追加製造原価及
び見積販売直接経費であります。

ハ. 翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響
　当該主要な仮定は連結計算書類作成時点における最善の見積りに基づき決定しておりますが、見積
りと将来の結果が異なる可能性があります。すなわち、経済環境の悪化等に伴う賃料の低下及び空室
率の上昇、想定外の追加コストが発生すること等による賃貸費用の悪化、市場金利の変動に伴う割引
率の上昇、住宅販売市況の悪化に伴う販売価格の低下等により、正味売却価額の算定に重要な影響を
及ぼす可能性があります。

３. 追加情報
（資産保有目的の変更）
　賃貸等不動産の一部について、賃貸等不動産から販売用不動産へ保有目的を変更したことに伴い、賃貸等
不動産3,488,442千円を販売用不動産に振り替えております。

４. 連結貸借対照表に関する注記
(1) 担保に供している資産及び担保に係る債務

① 担保に供している資産

（注）債務の担保に供している資産は上記のほか、連結上消去されている子会社株式があります。
② 担保に係る債務

（注）減価償却累計額には、減損損失累計額が含まれております。

－ 5 －
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普通株式 7,420,600株

普通株式 93株

決 議 株式の種類 配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円) 基 準 日 効 力 発 生 日

2025年 9 月25日
定 時 株 主 総 会 普通株式 747,506 105.00 2025年 6 月30日 2025年 9 月26日

決 議 予 定 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円) 基 準 日 効 力 発 生 日

2026年９月25日
定 時 株 主 総 会 普通株式 利益剰余金 816,266 110.00 2026年 6 月30日 2026年 9 月28日

普通株式 535,200株

５. 連結損益計算書に関する注記
顧客との契約から生じた収益
　売上高については、顧客との契約から生じる収益及びそれ以外の収益を区分して記載しておりません。顧
客との契約から生じる収益を分解した情報は、「９．収益認識に関する注記」を参照ください。
　なお、当該注記事項における売上高には、顧客との契約から生じる収益に加え、「リース取引に関する会
計基準」（企業会計基準第13号　2007年３月30日）等に基づく収益等が含まれております。

６. 連結株主資本等変動計算書に関する注記
(1) 当連結会計年度の末日における発行済株式の種類及び総数

(2) 自己株式の種類及び株式数に関する事項

(3) 剰余金の配当に関する事項
① 配当金支払額

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度になるもの

(4) 当連結会計年度の末日における当社が発行している新株予約権の目的となる株式の数

－ 6 －
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７. 金融商品に関する注記
(1) 金融商品の状況に関する事項

① 金融商品に対する取組方針
　当社グループは、設備投資計画やM＆Aなどの案件に照らして、必要な資金（主に銀行借入や社債発
行）を調達しております。一時的な余資は主に流動性の高い金融資産で運用しております。

② 金融商品の内容及び当該金融商品に係るリスク
　営業債権である営業未収入金は、顧客の信用リスクに晒されております。
　営業投資有価証券及び投資有価証券等は、主に業務上の関係を有する企業等の株式であり、市場価格の
変動リスク及び発行体の信用リスクに晒されております。
　営業債務である営業未払金、未払金及び未払費用は、そのほとんどが１ヶ月以内の支払期日でありま
す。
　営業預り金は、入居者から物件保有者の代理としてお預りした家賃及び敷金等であり、そのほとんどが
１ヶ月以内の支払期日であります。
　借入金及び社債は、主に設備投資及びM＆Aに係る資金調達を目的としたものであり、返済期日又は償
還日は最長で決算日後12年であります。このうち一部は、金利変動による市場価格等の変動リスクに晒
されております。

③ 金融商品に係るリスク管理体制
イ. 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

　営業債権に係る信用リスクは、所管部署が相手先の状況をモニタリングすることでリスク低減を図っ
ております。

ロ. 市場リスク（市場価格及び金利等の変動リスク）の管理
　営業投資有価証券及び投資有価証券については、定期的に時価や発行体の財務状況等を把握し、保有
状況を継続的に見直すことでリスクを管理しております。
　借入金及び社債については、定期的に市場変動状況を確認し、金利状況を把握することでリスクを管
理しております。

ハ. 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理
　営業債務や借入金及び社債については、流動性リスクに晒されておりますが、当社では月次に資金繰
り計画を作成するなどの方法により管理しております。

ニ. 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価
額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等
を採用することにより、当該価額が変動することがあります。

－ 7 －



2026/08/28 17:06:44 / 26349874_株式会社アンビションＤＸホールディングス_招集通知

連結注記表

連結貸借対照表計上額
（千円） 時　 価（千円） 差　 額（千円）

(1) 営 業 投 資 有 価 証 券 1,111 1,111 －

(2) 投 資 有 価 証 券

そ の 他 有 価 証 券 4,256 4,256 －

資 産 計 5,367 5,367 －

長期借入金（１年内返済予定の長期借入金含む） 19,723,783 19,526,733 △197,050

負 債 計 19,723,783 19,526,733 △197.050

(2) 金融商品の時価等に関する事項
　2026年６月30日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり
ます。なお、市場価格のない株式等は、次表には含めておりません。（（注）３．参照）。
当連結会計年度（2026年６月30日）

（注）１. 現金は注記を省略しており、預金、営業未収入金、営業未払金、未払金、未払費用、営業預り金及び
短期借入金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略し
ております。

２. 長期借入金（１年内返済予定の長期借入金含む）の時価については、その将来キャッシュ・フローを
国債の利回り等適切な指標に信用スプレッドを上乗せした利率で割り引いた現在価値により算定して
おります。

３. 投資信託について、一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に従い、投資信託の基準価額を時価
とみなしており、当該投資信託が含まれております。

－ 8 －



2026/08/28 17:06:44 / 26349874_株式会社アンビションＤＸホールディングス_招集通知

連結注記表

区 分 連 結 貸 借 対 照 表 計 上 額

営 業 投 資 有 価 証 券

非 上 場 株 式 174,192

そ の 他 0

投 資 有 価 証 券

非 上 場 株 式 13,790

非 連 結 子 会 社 株 式 1,000

１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現 金 及 び 預 金 9,588,313 － － －

営 業 未 収 入 金 449,717 － － －

合 計 10,038,031 － － －

１年以内
（千円）

１年超
２年以内
（千円）

２年超
３年以内
（千円）

３年超
４年以内
（千円）

４年超
５年以内
（千円）

５年超
（千円）

長 期 借 入 金 6,078,162 6,374,124 4,837,933 707,159 1,452,868 273,534

合 計 6,078,162 6,374,124 4,837,933 707,159 1,452,868 273,534

４. 市場価格のない株式等の連結貸借対照表計上額
（単位：千円）

※連結貸借対照表に持分相当額を純額で計上する組合その他これに準ずる事業体への出資については
含めておりません。当該出資の連結貸借対照表計上額は、134,267千円であります。

５. 金銭債権及び満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額

６. 長期借入金の連結決算日後の返済予定額
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レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時
価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算
定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

区 分
時 　 　 　 　 　 　 価 （ 千 円 ）

レベル１ レベル２ レベル３ 合 計

営 業 投 資 有 価 証 券 1,111 － － 1,111

投 資 有 価 証 券 4,256 － － 4,256

資 産 計 5,367 － － 5,367

区 分
時 　 　 　 　 　 　 価 （ 千 円 ）

レベル１ レベル２ レベル３ 合 計

長期借入金（１年内返済予定の長期借入金含む） － 19,526,733 － 19,526,733

負 債 計 － 19,526,733 － 19,526,733

(3) 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベ
ルに分類しております。

　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ
れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
① 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

② 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
営業投資有価証券及び投資有価証券
　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時
価をレベル１の時価に分類しております。
長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）
　これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、割引
現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

－ 10 －
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連 結 貸 借 対 照 表 計 上 額
当連結会計年度末の時価

当連結会計年度期首残高 当 連結 会 計年 度 増減 額 当 連結 会 計年 度 末残 高

6,368,804千円 △199,055千円 6,169,749千円 6,893,152千円

報 告 セ グ メ ン ト

そ の 他 合 計賃貸DX
プロパティマネ

ジメント
事業

賃貸DX
賃貸仲介事業

売買DX
インベスト

事業
計

一時点で移転される財又
はサービス 2,783,173 1,070,636 27,703,707 31,557,517 441,408 31,998,926

一定の期間にわたり移転
される財又はサービス 945,215 12,522 － 957,737 10,183 967,921

顧客との契約から生じる
収益 3,728,388 1,083,158 27,703,707 32,515,255 451,592 32,966,847

その他の収益（注） 19,927,811 － 212,753 20,140,564 1,023,810 21,164,374

外部顧客への売上高 23,656,199 1,083,158 27,916,460 52,655,819 1,475,402 54,131,222

８. 賃貸等不動産に関する注記
(1) 賃貸等不動産の状況に関する事項

　当社及び一部の連結子会社では、東京都その他の地域において、居住用の賃貸等不動産（土地を含む。）
を有しております。

(2) 賃貸等不動産の時価に関する事項

（注）１. 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。
２. 当連結会計年度末の時価は、適切な市場価格を反映していると考えられる指標等を用いて自社で算定

した金額であります。

９. 収益認識に関する注記
(1) 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当連結会計年度（自　2025年７月１日　至　2026年６月30日）
（単位：千円）

（注）その他の収益は、賃貸DXプロパティマネジメント事業及び売買DXインベスト事業においては、「リース
取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）に基づく賃料収入等、その他においては、保険契約に
おける保険料収入、インキュベーション事業による収入であります。

－ 11 －
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当 連 結 会 計 年 度 期 首 残 高 当 連 結 会 計 年 度 期 末 残 高
顧 客 と の 契 約 か ら 生 じ る 債 権 408,224 450,531
契 約 負 債 1,110,619 1,223,431

当 連 結 会 計 年 度
１年以内 571,099
１年超２年以内 214,037
２年超３年以内 544
３年超 －
合計 785,681

(2) 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
　収益を理解するための基礎となる情報は、「１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関
する注記等　(4) 会計方針に関する事項　④　重要な収益及び費用の計上基準」に同一の内容を記載してい
るため、注記を省略しております。

(3) 顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当連結会
計年度末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び
時期に関する情報

イ. 顧客との契約から生じる債権・契約負債の残高等
（単位：千円）

　連結貸借対照表上、顧客との契約から生じた債権は「営業未収入金」及び「長期営業未収入金」に、契
約負債は「前受金」及び「その他固定負債」に計上しております。
　契約負債は、主にプロパティマネジメント事業において、顧客との契約に基づく支払条件により顧客か
ら受け取った礼金、更新料並びに契約及び更新にかかる事務手数料に関連するものであります。契約負債
は、収益の認識に伴い取り崩されます。当連結会計年度に認識した収益の額のうち期首現在の契約負債残
高に含まれていた額は、539,397千円であります。

ロ. 残存履行義務に配分した取引価格
　当社及び連結子会社では、残存履行義務に配分した取引価格の注記にあたって実務上の便法を適用し、
当初に予想される契約期間が１年以内の契約、及び履行義務の充足から生じる収益を「収益認識に関する
会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号　2021年３月26日）第19項に従って認識してい
る契約については、注記の対象に含めておりません。残存履行義務に配分した取引価格の総額及び収益の
認識が見込まれる期間は、以下のとおりであります。

（単位：千円）

－ 12 －



2026/08/28 17:06:44 / 26349874_株式会社アンビションＤＸホールディングス_招集通知

連結注記表

(1) １株当たり純資産額 1,312円91銭
(2) １株当たり当期純利益 286円59銭

親会社株主に帰属する当期純利益 2,045,532千円
普通株主に帰属しない金額 －千円
普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益 2,045,532千円
普通株式の期中平均株式数 7,137,424株

10. １株当たり情報に関する注記

（注）１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりです。

11．重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。
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建物 ７年～43年
その他 ３年～15年

個　別　注　記　表

１. 重要な会計方針に係る事項に関する注記
(1) 資産の評価基準及び評価方法
① 有価証券
・子会社株式及び関連会社株式 移動平均法による原価法
・その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの 時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売

却原価は移動平均法により算定）
市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

② 棚卸資産
・販売用不動産 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に

よる簿価切下げの方法により算定）
・貯蔵品 最終仕入原価法

(2) 固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除く）

定率法によっております。
ただし、建物（建物附属設備を除く）及び2016年４月
１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については
定額法によっております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

② 無形固定資産（リース資産を除く）
定額法によっております。
なお、自社利用のソフトウエアについては、社内におけ
る利用可能期間（５年）に基づく定額法によっておりま
す。

(3) 引当金の計上基準
貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権について

は貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につい
ては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上
しております。

賞与引当金 従業員の賞与支給に備えるため、賞与支給見込額のうち
当事業年度に負担すべき額を計上しております。

－ 14 －
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(4) 収益及び費用の計上基準
① 賃貸ＤＸプロパティマネジメント事業
　当社及び連結子会社は、オーナー様との管理受託契約に基づき、プロパティマネジメントサービス及び
その他の管理サービスを提供しております。
　住居用不動産の転貸借による収入については「リース取引に関する会計基準」（リース取引に関する会
計基準）（企業会計基準第13号　2007年３月30日）等に従い収益を認識しています。
　礼金、更新料、その他の事務手続等については、入居期間を履行義務の充足期間として、履行義務を充
足するにつれて一定の期間にわたり均等に収益を認識しております。
　内装収入等については、顧客との契約によりサービスの提供が完了した一時点で履行義務が充足される
ことから、当該時点において収益を認識しております。

② 売買ＤＸインベスト事業
　当社は、中古住宅の販売を行っており、顧客との不動産売買契約に基づき当該物件の引き渡しを行う義
務を負っております。当該履行義務は、物件が引き渡される一時点で充足されるものであり、当該引渡時
点において収益を計上しております。

(5) その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
消費税等の会計処理

資産に係る控除対象外消費税及び地方消費税は、当事業
年度の費用として処理しております。
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金　　　　　　　額（千円）

販 売 用 不 動 産 12,220,612

２．会計上の見積りに関する注記
（棚卸資産の評価）
① 当事業年度の計算書類に計上した金額

② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
イ. 算出方法
　当社は、棚卸資産の評価に関する会計基準に従い、収益性の低下により正味売却価額が帳簿価額を
下回っている販売用不動産の帳簿価額を、正味売却価額まで切り下げる会計処理を適用しておりま
す。会計処理の適用に当たっては、個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価
切下げの方法）を採用しております。具体的には、正味売却価額が販売用不動産等の帳簿価額を下回
った場合には、正味売却価額をもって貸借対照表価額としております。

ロ. 主要な仮定
　見積りの算出に用いた重要な仮定は、正味売却価額の算定の基礎となる売価、見積追加製造原価及
び見積販売直接経費であります。

ハ. 翌事業年度の計算書類に与える影響
　当該主要な仮定は計算書類作成時点における最善の見積りに基づき決定しておりますが、見積りと
将来の結果が異なる可能性があります。すなわち、経済環境の悪化等に伴う賃料の低下及び空室率の
上昇、想定外の追加コストが発生すること等による賃貸費用の悪化、市場金利の変動に伴う割引率の
上昇、住宅販売市況の悪化に伴う販売価格の低下等により、正味売却価額の算定に重要な影響を及ぼ
す可能性があります。

３. 追加情報
（資産保有目的の変更）
　賃貸等不動産の一部について、賃貸等不動産から販売用不動産へ保有目的を変更したことに伴い、賃貸等
不動産2,712,977千円を販売用不動産に振り替えております。
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販売用不動産 12,089,295千円
建物 704,937千円
土地 1,982,285千円
関係会社株式 0千円
計 14,776,518千円

短期借入金 8,516,400千円
１年内返済予定の長期借入金 1,589,789千円
長期借入金 3,818,879千円
計 13,925,069千円

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 428,360千円

株式会社アンビション・バロー 70,030千円
株式会社アンビション・エージェンシー 65,326千円

① 短期金銭債権 130,624千円
長期金銭債権 2,456千円

② 短期金銭債務 60,532千円

関係会社との取引高
営業取引による取引高
売上高 116,866千円
売上原価 3,469,638千円
販売費及び一般管理費 181,278千円
営業取引以外の取引高 210,640千円

４. 貸借対照表に関する注記
(1) 担保に供している資産及び担保に係る債務
① 担保に供している資産

② 担保に係る債務

(3) 保証債務
　他の会社の金融機関からの借入債務に対し、保証を行っております。

(4) 関係会社に対する金銭債権、金銭債務は次のとおりであります。

５. 損益計算書に関する注記
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普通株式 93株

繰延税金資産
未払事業税 24,843千円
貸倒引当金繰入超過額 32,108千円
減価償却超過額 13,102千円
子会社株式評価損 128,713千円
子会社株式の現物出資配当による差額 65,542千円
賞与引当金 13,721千円
繰延消費税等 9,322千円
前受金（契約負債） 244,720千円
資産調整勘定 38,618千円
その他 33,384千円
繰延税金資産小計 604,073千円
評価性引当額 △211,868千円
繰延税金資産合計 392,205千円

繰延税金負債
その他有価証券評価差額金（評価益） △2,321千円
企業結合により識別された無形資産 △44,504千円
繰延税金負債合計 △46,825千円
繰延税金資産の純額 345,380千円

６. 株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度の末日における自己株式の種類及び数

７. 税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
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(1) １株当たり純資産額 912円88銭
(2) １株当たり当期純利益 211円58銭

当期純利益 1,510,130千円
普通株主に帰属しない金額 －千円
普通株式に係る当期純利益 1,510,130千円
普通株式の期中平均株式数 7,137,424株

８. 関連当事者との取引に関する注記
　重要性が乏しいため、記載を省略しております。

９. 収益認識に関する注記
　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、連結計算書類「連結注記表９．収益認識
に関する注記」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

10. １株当たり情報に関する注記

（注）１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりです。

11. 重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。
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